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中
国
研
究
集
刊
陽
号
（
総
3
4
号
）
平
成
十
五
年
十
二
月
一
三
九
ー
一
四
五
頁

「
千
字
文
」

こ
の
た
び
『
中
国
研
究
集
刊
』
は
、
財
団
法
人
橋
本
循
記
念
会
の
第
十
三
回
「
蕨
北
賞
」
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

橋
本
循
記
念
会
は
、
中
国
文
学
研
究
の
泰
斗
橋
本
循
先
生
（
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
）
の
遺
徳
を
偲
び
、
平
成
元
年
(
-
九
八

九
）
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
で
す
。
東
ア
ジ
ア
の
留
学
生
に
対
し
て
奨
学
金
を
支
給
し
、
中
国
学
に
関
す
る
優
れ
た
研
究
論
著
や

学
術
誌
に
対
し
て
、
橋
本
先
生
の
雅
号
に
ち
な
ん
だ
「
蔵
北
賞
」
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
名
誉
あ
る
蕨
北
賞
を
本
誌
が
受
賞
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
特
定
の
研
究
論
著
で
は
な
く
、
多
く
の
関
係
者
の
知
の
総
体

と
も
言
え
る
『
中
国
研
究
集
刊
』
に
対
し
て
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
は
、
会
員
各
位
な
ら
び
に
関
係
者
の
御
支
援
の
賜
物

と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
に
受
賞
の
御
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
以
下
に
、
改
め
て
『
中
国
研
究
集
刊
』
の

創
刊
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
を
振
り
返
り
、
一
層
の
御
支
援
御
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

『
中
国
研
究
集
刊
』
の
編
集

平
成
十
五
年
（
二

0
0
三
）
五
月
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
の
編
集

作
業
は
佳
境
に
入
り
、
研
究
室
は
殺
気
立
っ
て
い
た
。
通
常
号
に

周
行
の
道

|
『
中
国
研
究
集
刊
』

の

加
え
て
、
別
冊
特
集
号
「
新
出
土
資
料
と
中
国
思
想
史
」
を
翌
月

に
刊
行
す
べ
く
、
二
つ
の
編
集
作
業
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

「
蔵
北
賞
」

受
賞
に
つ
い
て
ー

湯

浅

邦

弘
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『
中
国
研
究
集
刊
』
は
編
集
作
業
の
一
切
を
研
究
室
の
教
官
・

学
生
が
一
丸
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。
手
書
き
原
稿
•
テ
キ
ス
ト

原
稿
、
と
も
に
『
中
国
研
究
集
刊
』
書
式
に
成
型
し
、
校
正
を
繰

り
返
し
な
が
ら
完
全
版
下
を
作
製
す
る
。
業
者
に
は
、
そ
の
完
全

版
下
に
基
づ
く
印
刷
と
製
本
の
み
を
発
注
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
こ
の
編
集
作
業
を
経
験
し
た
者
は
、
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
は
も
ち
ろ
ん
、
複
雑
な
文
字
や
図
表
の
作
成
、
割
付
や
校
正
、

添
付
文
書
の
作
成
、
発
送
業
務
等
に
も
精
通
し
、
出
版
編
集
の
業

界
で
も
充
分
に
活
躍
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
に

成
長
す
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
編
集
方
法
を
採
っ
て
い
る
た
め
、
投
稿
原
稿

に
つ
い
て
も
、
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な
る
。
通
常
の
学
術
誌
で

は
掲
載
し
づ
ら
い
長
大
な
論
考
、
画
像
や
図
表
を
多
く
含
む
原
稿

な
ど
も
、
可
能
な
限
り
登
載
に
努
め
て
い
る
。
雑
誌
の
枠
が
先
に

あ
っ
て
そ
れ
に
収
ま
る
原
稿
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
優
れ
た
研
究

成
果
が
先
ず
あ
っ
て
そ
れ
を
登
載
す
る
学
術
誌
が
あ
る
の
で
あ
る
。

『
中
国
研
究
集
刊
』
の
創
刊

こ
う
し
た
『
中
国
研
究
集
刊
』
の
ス
タ
イ
ル
は
、
そ
の
創
刊
時

か
ら
基
本
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
『
中
国
研
究
集
刊
』
が
創
刊

さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
九
年
(
-
九
八
四
）
六
月
の
こ
と
で
あ

る
。
創
刊
を
決
断
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
二
年
前
の
昭
和
五
十
七
年

＊
仮
＊
字
文
字
”
中
日
哲

7
研
究
賓
編
績

（
一
九
八
二
）
四
月
に
大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
に
着
任
さ
れ

た
加
地
伸
行
先
生
で
あ
る
。
先
生
は
、
大
阪
大
学
が
他
の
旧
帝
大

に
比
べ
て
後
発
の
大
学
で
あ
る
こ
と
に
苦
慮
し
て
お
ら
れ
た
。
研

究
室
を
強
力
な
研
究
者
集
団
と
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
基
盤
整
備

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

完
成
し
た
創
刊
号
は
、
全
四
十
六
頁
、
執
筆
者
は
二
名
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
が
、
創
刊
に
当
た
ら
れ
た
先
生
の
並
々
な
ら
ぬ
決

意
が
読
み
取
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
号
数
も
、
単
に
一
号
、
二
号

と
す
る
の
で
は
な
く
、
『
千
字
文
』
に
従
っ
て
、
「
天
」
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
の
も
先
生
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
り
、
こ
の
創
刊
に
か
け
る

先
生
の
意
気
込
み
を
表
し
て
い
た
。

中
国
研
究
集
flJ
天
号
（
一
九
八
＂
年
｝
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刊
行
に
際
し
て
、
い
く
つ
か
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
ず

は
、
右
の
よ
う
な
編
集
ス
タ
イ
ル
を
と
る
こ
と
。
従
っ
て
、
い
わ

ゆ
る
論
文
の
み
で
は
な
く
、
分
量
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
学
術
的

に
意
義
の
あ
る
報
告
類
、
図
表
を
多
く
含
む
論
考
な
ど
も
積
極
的

に
登
載
す
る
こ
と
。
ま
た
、
研
究
室
院
生
の
み
が
名
を
連
ね
る
よ

う
な
、
言
わ
ば
内
部
雑
誌
と
は
せ
ず
、
開
か
れ
た
研
究
誌
と
す
る

こ
と
。
編
集
実
務
は
中
国
哲
学
研
究
室
が
全
責
任
を
持
っ
て
当
た

る
も
の
の
、
内
容
は
、
中
国
哲
学
に
限
定
せ
ず
、
中
国
文
学
・
語

学
、
東
洋
史
学
、
文
字
学
、
日
本
漠
学
な
ど
広
義
の
「
中
国
学
」

と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
そ
れ
故
、
刊
行
母
体
を
「
大
阪
大

学
中
国
学
会
」
と
称
す
る
こ
と
。
会
費
を
で
き
る
だ
け
廉
価
に
す

る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

『
中
国
研
究
集
刊
』
の
特
色

し
か
し
、
創
刊
し
た
ば
か
り
の
学
術
誌
が
全
国
的
な
知
名
度
を

得
る
ま
で
に
は
、
永
い
歳
月
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
会
員
の

数
は
伸
び
悩
ん
だ
。
当
時
、
研
究
室
に
集
中
講
義
で
お
見
え
に
な

っ
た
某
先
生
は
、
創
刊
号
で
あ
る
「
天
」
号
を
御
覧
に
な
っ
た
後
、

次
は
「
地
」
、
そ
の
次
は
「
人
」
で
終
わ
り
で
す
か
と
尋
ね
ら
れ
、

我
々
は
絶
句
し
た
。
い
わ
ゆ
る
三
号
雑
誌
と
な
る
危
険
性
も
充
分

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
は
関
係
者
の
熱
き
思
い
に
支
え
ら
れ

て
号
数
を
重
ね
て
い
っ
た
。
宇
号
(
-
九
八
八
年
）
か
ら
は
年
ニ

冊
の
刊
行
ペ
ー
ス
も
定
着
し
た
。
他
誌
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

特
色
も
話
題
と
な
っ
た
。
加
地
先
生
が
創
刊
号
か
ら
断
続
的
に
執

筆
さ
れ
た
「
中
国
哲
学
史
研
究
ノ
ー
ト
」
は
、
特
に
若
手
研
究
者

に
向
け
て
研
究
の
意
義
や
手
法
を
伝
授
す
る
内
容
で
、
こ
れ
を
指

針
と
し
て
研
究
活
動
を
開
始
し
た
者
も
多
か
っ
た
。
こ
の
「
ノ
ー

ト
」
は
盈
号
〔
第
十
一
号
〕
（
一
九
九
二
年
）
ま
で
続
き
、
そ
の
続

編
を
望
む
声
も
多
い
。

ま
た
、
研
究
者
と
の
対
談
も
話
題
と
な
っ
た
。
宇
号
・
宙
号
（
一

九
八
八
）
に
連
載
さ
れ
た
田
中
麻
紗
巳
先
生
と
加
地
先
生
と
の
対

談
、
洪
号
・
荒
号
(
-
九
八
九
年
）
に
連
載
さ
れ
た
近
藤
光
男
先

生
と
加
地
先
生
と
の
対
談
は
、
そ
れ
ぞ
れ
田
中
先
生
の
『
両
漠
思

想
の
研
究
』
、
近
藤
先
生
の
『
清
朝
考
証
学
の
研
究
』
と
い
う
大
著

の
内
容
に
つ
い
て
の
対
談
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
良
質
の
書
評
と
し

て
読
む
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
、
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
平
成
六
年
(
-
九
九
四
）
の
「
特

別
号
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
前
年
の
平
成
五
年
(
-
九
九
三
）

九
月
二
十
五
・
ニ
十
六
日
、
大
阪
大
学
が
開
催
準
備
校
（
準
備
会

代
表
加
地
伸
行
教
授
）
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
た
日
本
中
国
学
会
第

四
十
五
回
大
会
の
全
記
録
で
あ
る
。
こ
の
大
会
は
、
大
阪
大
学
内

に
適
当
な
教
室
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
吹
田
市

文
化
会
館
（
メ
イ
シ
ア
タ
ー
）
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
そ

(141) 



の
た
め
、
学
会
の
準
備
と
運
営
は
困
難
を
極
め
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
た
が
、
準
備
会
の
周
到
な
計
画
に
よ
り
、
大
会
は
盛
況
の
内
に

閉
幕
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
年
に
一
度
の
全
国
学
会
は
、
関
係
者
に

と
っ
て
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
内
容
が

詳
し
く
報
告
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
終
了
と
と
も
に
徐
々
に
忘
却

さ
れ
て
い
く
の
が
常
で
あ
っ
た
。

序
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売
●
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＊
駄
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牛
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↑
認
中
IJl"
干
研
穴
を
編
輯

こ
の
特
別
号
は
、
両
日
の
大
会
要
項
は
無
論
の
こ
と
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
司
会
河
田
悌
一
氏
、
基
調
提
題
者
島
田
虔
次
氏
・
陳

舜
臣
氏
、
代
表
討
論
者
佐
藤
慎
一
氏
•
井
波
律
子
氏
）
の
全
内
容
、

学
術
参
考
ビ
デ
オ
と
し
て
上
映
さ
れ
た
「
『
儀
礼
』
士
昏
礼
の
復
元
・

台
湾
省
に
お
け
る
現
代
の
或
る
葬
礼
の
記
録
」
の
解
説
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
報
道
記
事
（
毎
日
・
朝
日
・
読
売
）
な
ど
を
も
収
録
し
、

中
国
研
究
集
刊
訳
饂
昇
"
"
”

特別号 (1994年）

全
国
大
会
の
貴
重
な
記
録
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
中
国
研
究
集
刊
』
の
展
開

創
刊
号
か
ら
刊
行
責
任
者
と
し
て
編
集
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

加
地
先
生
が
、
平
成
十
年
(
-
九
九
八
）
三
月
、
大
阪
大
学
を
退

官
さ
れ
た
。
そ
の
年
の
秋
号
〔
第
二
二
号
〕
に
お
い
て
、
先
生
は

「
本
誌
の
刊
行
責
任
を
終
え
て
」
と
題
し
、
初
め
て
創
刊
以
来
の

御
苦
労
を
公
に
語
ら
れ
た
。
刊
行
経
費
に
つ
い
て
も
、
実
は
先
生

の
御
尽
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
初
め
て
知
る
会
員
も
多
か
っ
た
。

翌
年
、
そ
の
編
集
責
任
を
引
き
継
い
だ
筆
者
に
は
、
い
き
な
り

大
き
な
試
練
が
待
ち
う
け
て
い
た
。
平
成
十
一
年
(
-
九
九
九
）

四
月
、
研
究
室
は
、
い
わ
ゆ
る
大
学
院
重
点
化
に
伴
い
、
四
月
以

降
、
助
手
ポ
ス
ト
を
暫
時
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
研

究
室
の
総
力
を
挙
げ
て
編
集
し
て
き
た
『
中
国
研
究
集
刊
』
は
、

そ
の
要
で
あ
る
助
手
を
欠
い
た
ま
ま
、
編
集
作
業
を
進
め
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
研
究
室
の
学
生
諸
君
の
献
身
的
な
協
力
と
関
係
者
の

温
か
い
御
支
援
と
に
よ
っ
て
、
年
二
回
の
刊
行
ペ
ー
ス
は
維
持
さ

れ
た
。
ま
た
、
年
に
一
度
の
日
本
中
国
学
会
全
国
大
会
に
は
、
「
大

阪
大
学
中
国
学
会
」
と
し
て
必
ず
出
展
し
、
書
籍
販
売
ス
ペ
ー
ス

の
一
隅
で
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
の
広
報
に
努
め
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
寒
号
〔
第
一
八
号
〕
（
一
九
九
六
年
）
か
ら
連
載
が
始
ま

(142) 



っ
た
岩
本
憲
司
先
生
の
「
春
秋
綬
偲
集
解
繹
稿
」
は
、
平
成
十
三

年
（
二

0
0
 
I

)

、
隠
公
元
年
か
ら
成
公
十
八
年
の
部
分
が
『
春
秋

左
氏
偲
杜
預
集
解
（
上
）
』
と
し
て
汲
古
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

本
誌
の
連
載
が
書
籍
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
初
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

岩
本
先
生
に
は
、
引
き
続
き
成
号
〔
第
二
八
号
〕
（
二

0
0
一
年
）

か
ら
、
襄
公
元
年
以
降
を
「
績
篇
」
と
し
て
連
載
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

さ
ら
に
、
近
年
の
特
色
と
し
て
は
、
三
つ
の
こ
と
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

第
一
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
広
報
活
動
の
展
開
で
あ
る
。

平
成
十
一
年
(
-
九
九
九
）
九
月
、
中
国
哲
学
研
究
室
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
研
究
室
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
た
。

当
時
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
研
究
室
の
紹
介
や
研
究
活

動
の
公
開
は
、
人
文
系
の
学
問
分
野
で
は
ま
だ
草
創
期
に
あ
っ
た

が
、
研
究
室
で
は
、
逸
早
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
制
作
し
、
そ
こ
に

「
大
阪
大
学
中
国
学
会
」
の
項
を
設
け
た
。
そ
こ
で
は
、
最
新
号

の
目
次
や
全
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
入
会
や
問

い
合
わ
せ
の
フ
ォ
ー
ム
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
論
考
の
テ
キ
ス
ト
自
体
を
提
供
す
る
試
み
も
部

分
的
に
行
っ
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
さ
ら
に
こ
の
電
子
化
を
進

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
連
動
し
た
『
中
国
研
究
集
刊
』
の
展
開
を

第
二
は
、
懐
徳
堂
研
究
の
展
開
で
あ
る
。
懐
徳
堂
は
、
享
保
九

年
(
-
七
二
四
）
に
大
坂
に
設
立
さ
れ
た
漢
学
塾
で
、
適
塾
と
と

も
に
大
阪
大
学
の
源
流
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
学
問
所
で
あ
る
。

現
在
、
関
係
資
料
約
五
万
点
が
「
懐
徳
堂
文
庫
」
と
し
て
大
阪
大

学
附
属
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
懐
徳
堂
文
庫
の
総

合
調
査
を
進
め
る
た
め
、
平
成
十
二
年
（
二

O
O
O
)
四
月
に
懐
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徳
堂
研
究
会
が
発
足
し
た
。

学
内
外
の
関
係
者
か
ら
な
る
こ
の
研
究
会
は
、
書
庫
内
の
貴
重

資
料
の
整
理
・
研
究
を
進
め
て
、
そ
の
結
果
を
解
題
原
稿
と
し
て

執
筆
す
る
一
方
、
そ
れ
ら
を
電
子
情
報
と
し
て
公
開
す
る
た
め
の

準
備
を
開
始
し
た
。
そ
の
成
果
の
一
端
は
、
平
成
十
三
年
（
二

O

0
-
）
五
月
の
大
阪
大
学
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
の
中
で
、
「
バ

ー
チ
ャ
ル
懐
徳
堂
」
「
懐
徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
な
ど
と
し
て
公
開

さ
れ
、
そ
の
後
も
、
『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』
全
頁
を
電
子
化
し

た
「
懐
徳
堂
文
庫
電
子
図
書
目
録
」

(
h
t
t
p
:
/
/
k
a
i
t
o
k
u
d
o
.
j
p
/
)

、

西
村
天
囚
『
懐
徳
堂
考
』
を
C
D
|
R
O
M
版
と
し
て
制
作
し
た

「
電
子
懐
徳
堂
考
」
な
ど
が
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
公
開
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
研
究
会
の
地
道
な
活
動
は
続
き
、
そ
の
成
果
が
（
財
）
懐

徳
堂
記
念
会
の
機
関
誌
『
懐
徳
』
や
『
中
国
研
究
集
刊
』
な
ど
に

続
々
と
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
誌
に
つ
い
て
言
え
ば
、
余
号
〔
第
二
七
号
〕
（
二

0
0
0
年）

以
降
、
関
係
論
考
の
投
稿
が
続
い
て
お
り
、
前
号
の
調
号
〔
第
三

二
号
〕
（
二

0
0
三
年
）
で
は
、
寺
門
日
出
男
氏
「
懐
徳
堂
文
庫
蔵

『
萬
年
先
生
遺
稿
』
を
め
ぐ
っ
て
」
、
竹
田
健
二
氏
「
『
懐
徳
堂
紀

年
』
と
そ
の
成
立
過
程
」
が
掲
載
さ
れ
、
ま
た
本
号
で
も
湯
城
吉

信
氏
「
『
懐
徳
堂
会
餞
詩
巻
』
訳
注
」
、
矢
羽
野
隆
男
氏
「
並
河
寒

泉
撰
『
難
波
な
か
づ
か
み
』
翻
刻
と
解
説
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

懐
徳
堂
と
大
阪
大
学
と
の
密
接
な
関
係
の
上
に
成
り
立
つ
研
究
成

果
で
あ
り
、
言
わ
ば
地
の
利
を
活
か
し
た
活
動
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

第
三
は
、
別
冊
の
刊
行
で
あ
る
。
第
三
十
二
号
と
同
時
に
刊
行

し
た
別
冊
（
通
算
第
三
十
三
号
）
は
、
中
国
思
想
史
研
究
の
大
き

な
う
ね
り
の
中
か
ら
誕
生
し
た
。

現
在
、
こ
の
研
究
領
域
で
最
も
注
目
を
集
め
て
い
る
の
は
、
戦

国
楚
簡
で
あ
ろ
う
。
近
年
公
開
が
相
次
い
で
い
る
大
量
の
楚
簡
群

は
、
学
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
て
い
る
。
一
九
九
三
年
に
は
、

湖
北
省
荊
門
市
郭
店
一
号
楚
墓
か
ら
戦
国
時
代
の
竹
簡
が
出
土
し
、

そ
の
翌
年
に
は
、
上
海
博
物
館
が
同
様
の
戦
国
楚
簡
を
購
得
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
「
郭
店
楚
墓
竹
簡
（
郭
店
楚
簡
）
」
「
上
海
博
物
館
蔵
戦

国
楚
竹
書
（
上
博
楚
簡
）
」
と
総
称
さ
れ
た
こ
れ
ら
新
出
土
資
料
は
、

戦
国
時
代
の
古
文
字
で
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
『
周
易
』
『
詩

経
』
『
礼
記
』
『
老
子
』
な
ど
伝
世
の
主
要
な
古
典
と
密
接
な
関
係

を
有
す
る
諸
文
献
の
他
、
儒
家
系
・
道
家
系
な
ど
の
知
ら
れ
ざ
る

思
想
文
献
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
解
読
が
進
め
ば
、

中
国
古
代
思
想
史
研
究
に
と
っ
て
は
無
論
の
こ
と
、
東
洋
史
学
・

古
文
字
学
・
中
国
文
学
な
ど
周
辺
領
域
の
研
究
に
と
っ
て
も
、
画

期
的
な
状
況
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
。

た
だ
、
日
本
の
学
界
で
は
、
研
究
の
基
盤
整
備
が
十
分
に
な
さ

れ
な
い
ま
ま
、
前
提
を
異
に
す
る
個
別
研
究
が
乱
立
す
る
傾
向
に

あ
っ
た
。
ま
た
、
若
手
研
究
者
か
ら
は
、
新
出
資
料
に
興
味
は
あ
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そ
こ
で
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
で
は
、
出
土
資
料
研
究
の
基
盤
整

備
を
進
め
、
中
国
思
想
史
研
究
に
新
た
な
展
望
を
拓
く
べ
く
、
「
新

出
土
資
料
と
中
国
思
想
史
」
と
い
う
特
集
を
企
画
し
、
通
常
号
と

は
別
に
単
立
の
別
冊
特
集
号
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
戦
国
楚
簡
研
究
会
に
よ
る
郭
店
楚
簡
と
上
博

楚
簡
公
開
分
の
全
文
献
に
つ
い
て
の
詳
細
な
解
題
、
楚
簡
の
字
体

や
形
制
の
説
明
、
竹
簡
に
関
す
る
専
門
用
語
の
解
説
の
ほ
か
、
新

出
土
資
料
に
関
す
る
内
外
の
主
要
文
献
に
つ
い
て
の
提
要
を
掲
載

し
た
。こ
れ
は
、
中
国
学
研
究
の
新
た
な
動
向
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

上．．．
"""田•正＊●
子名介之

"" "" 

＂m
 

．．
． 
宍
●

m

新
出
土
資
料
と
中
国
思
想
史
が
＃
五
h
虹

別冊特集号 (2003年）

る
も
の
の
、
特
殊
な
資
料
で
あ
る
か
ら
研
究
の
糸
口
が
つ
か
め
な

い
と
い
う
声
も
上
が
っ
て
い
た
。

か
つ
速
報
と
し
て
情
報
を
公
開
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
中

国
研
究
集
刊
』
の
歴
史
の
上
で
は
、
こ
う
し
た
別
冊
の
刊
行
は
初

め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
『
中
国
研
究
集
刊
』
は
新
た
な
要
素
を
加
え
な
が
ら
、

本
年
、
創
刊
二
十
周
年
を
迎
え
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
そ
の
節
目

の
年
に
当
た
る
栄
誉
で
あ
る
。

昭
和
五
十
九
年
、
わ
ず
か
四
十
六
頁
で
創
刊
さ
れ
、
「
天
」
「
地
」

「
人
」
で
完
結
す
る
の
か
と
椰
楡
さ
れ
た
『
中
国
研
究
集
刊
』
は
、

本
年
、
三
十
四
号
を
刊
行
す
る
に
至
っ
た
。
二
十
年
の
歳
月
は
、

長
く
重
い
。
し
か
し
、
「
千
字
文
」
周
行
の
道
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
あ
る
。
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